
研究レビュー

１．はじめに
　2023年７月27日、「地球温暖化の時代は終わり地
球沸騰化（global boiling）の時代が到来した」と
国連が発言しました。今年の夏はどうでしょうか。
気象庁の発表では、2024年６～８月の平均気温は
全国的に高いことが予想されています（気象庁，
2024）。高温や豪雨、大雪など気候変動等が社会に
もたらす影響は、もはや無視できない状況にあると
いえます。農林水産分野も例外ではありません。気
候変動による農林水産分野の被害を減らすために
「農林水産省気候変動適応計画」に基づき、さまざ
まな適応策の実施も推進されています（農林水産
省，2023）。
　私たちは自然環境を通じて多くの幸せ（human 
well-being）を享受しています（Hori and Makino, 
2018）。人類の自然への影響が地質レベルにまで現
れている“人新世（Anthropocene）”において、こ
れ以上の自然の劣化を防ぐためには、私たち一人ひ
とりが環境へ配慮した行動である“環境配慮行動”を
実践することも重要です。人々の生活を支える自然
と人との関係の中で紡がれてきた文化・社会・経済
の諸側面を含むあらゆる次元における行動変容の必
要性が高まっています。

２．環境配慮行動にはどのような心理的諸
要因が影響しているのか？

　これまで心理学にとどまらず多くの分野で「計画
的行動理論（Ajzen，1991）」を基にして、自然環
境へ配慮した人々の行動（本稿では環境配慮的な行
動や環境配慮行動と記述しています）に関する研究
が行われてきました（Taylor and Todd, 1995；
Cheung et al., 1999；Kaiser and Gutscher, 2003；
西尾，2010）。研究の結果、行動に関するルールの
受容性や環境へ配慮した商品の入手のしやすさと
いった「実行可能性評価」が環境配慮的な行動の促
進に影響を与えることが確認されています。少し意
外に思われるかもしれませんが、環境問題に対する
意識の高さと環境配慮的な行動の実践傾向は一致し
ないことも報告されています（広瀬，1994；徳永
ら，2015）。さらに，環境問題への対応は、新たな
労力やコストが必要になるため、個人の利益とは相
容れないことが多く社会的ジレンマをもたらすこと
も報告されています（広瀬，1994；藤井，2003）。
一方，地域社会や友人グループなどの準拠集団にお
ける同調や期待が含まれる「社会規範評価」は、個

人の環境配慮的な行動の実践へプラスに影響するこ
とが明らかにされています（Taylor and Todd, 1995；
広瀬，1994；Jackson et al., 1993；野波ら，1997；西
尾・竹内，2006）。
　広瀬（1994）は、環境配慮的な行動の規定因を
「目標意図（行動しようとする準備状態）」と「行動
意図（行動をしたいと思う状態）」の２段階の意思
決定を想定した要因連関モデルによる整理を試みて
います。環境問題の個別事例において、環境配慮的
な行動とその規定因の関係を検討した結果、環境問
題についての認知である、「環境リスク認知」、「責
任帰属認知」、「対処有効性認知」は、環境問題に対
しての「目標意図」を形成する要因とはなりえても、
環境配慮的な行動とは直接関連がみられないことが
報告されています。他方、環境配慮的な行動につい
ての評価である、「実行可能性評価」、「便益費用評
価」、「社会規範評価」は、環境配慮的な行動の主要
な規定因となりうることが確認されています（広
瀬，1994）。この広瀬（1994）のモデルをベースに、
地産野菜と旬な野菜を消費者が購入することを国産
野菜購入における環境配慮的な行動と捉えた徳永ら
（2015）の研究によると、地産野菜および旬な野菜
ともに、「購入意欲」は「購入実践」に強い影響を
与えること、野菜に対する「性能評価」、「有効性評
価」、「社会規範評価」、「実行可能性評価」は「購入
意欲」へ影響を与えることが確認されています。ま
た、法理ら（2020b）によると、地場産水産物およ
び旬な水産物に対する消費者の購入意欲と購入実践
にも、「性能評価」、「有効性評価」、「社会規範評
価」、「実行可能性評価」が影響を及ぼすことが明ら
かにされています。
　では、環境保全活動といった、より直接的な環境
配慮行動にはどのような要因が影響しているので
しょうか。先行研究によると、日本人は、自然環境
に対する意識よりも、自身の行動が社会全体の環境
の維持に役立つという信念である「社会的有効性感
覚」が環境保全活動に影響することが主張されてい
ます（青柳，1998）。日本では集団における他者や
地域との関係のあり方が、環境配慮行動を呼び起こ
すための重要な要因になると考えられています。例
えば、地域環境に対する愛着（野波・加藤，2009；
Tuan，1974）などの情緒的要因は、その地域の一
員であるという意識（帰属意識）を喚起し、地域環
境に対する保全感情を高めることが報告されていま
す（広松，1987）。そして、このような帰属意識は、
環境配慮行動への意図に対しても直接影響を及ぼす
ことが明らかにされています（安藤・広瀬，1999；
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Kelly，1993）。例えば、地域の海岸清掃活動への参
加意欲に影響を及ぼす要因を検討した研究による
と、地域に対する意識であるコミュニティ意識とし
て「地域への愛着・連帯感」が高い人ほど参加意欲
が高いことが明らかにされています（法理ら，
2020a）。また、地域コミュニティへの所属意識を
重要視する価値から成立する自己概念である「コ
ミュニティ・アイデンティティ」が強いほど、コモ
ンズ（共有の自然資源などと訳される）の保全に関
わる環境配慮行動は促進されることが報告されてい
ます。さらに「コモンズへの愛着」などの価値評価
は、その保全に関わる個人的な行動よりも“集団で
実施する行動”に強く影響することも明らかにされ
ています（野波・加藤，2009）。

３．おわりに
　南北に長く、気候や農林水産業への依存度などの
自然・社会環境が地域によって大きく異なる我が国
における環境配慮行動は多種多様です。今回ご紹介
したとおり、環境配慮行動の促進には、その文脈に
よってさまざまな心理的諸要因が複雑に絡み合って
いることが明らかにされてきました。その一方で、
いまだ議論も続いています。
　日常生活において自然とふれあわなくなる現象は
「経験の消失（extinction of experience）」と呼ばれ、
この経験の消失は、自然の恵みを受けとる機会を損
なわせるだけでなく、自然環境の保全意識をも大幅
に衰退させる危険性があると警鐘がならされていま
す（Pyle，1993）。自然とのつながりの希薄化は、
環境保全への意識を低下させるだけでなく、地域の
防災・減災や食料安全保障に対する態度（attitude：
個人が反応や行動を予測・説明・決定するための準
備状態）にも影響を及ぼすことが懸念されます（法
理ら，印刷中）。生命を支える「食」と安心して暮
らせる「環境」を次世代に伝えてゆくためにも、私
たち一人ひとりが“環境配慮行動”を実践すること、
暮らしの中で小さな行動変容を試みることが“今”求
められています。
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